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［重要文化財（美術工芸品：歴史資料）の説明］ 

三井
みつ い

三池
みい け

炭鉱
たんこう

専用
せんよう

鉄道
てつどう

電気
でん き

機関車
きかんしゃ

 
  
員 数 ４両 
時 代 米・独 ２０世紀、大正・昭和時代 
所有者 大牟田市 
 
概要  
明治時代に官営を経て三井財閥の経営となった三池炭鉱は、平成９年（１９

９７）の閉山まで日本屈指の採炭量を誇った。同炭鉱の石炭輸送は、明治４１

年（１９０８）の三池港竣工を契機に増強され、昭和戦前期にかけて段階的に

専用鉄道の電化を進め、電気機関車を導入した。 
本車輌群４両は、三井三池炭鉱専用鉄道で長年使用された車輌である。①１

５トン５号電気機関車は１９０８年米国ゼネラル・エレクトリック社製、②２

０トン１号電気機関車は１９１１年独国ジーメンス社製で、特に前者は鉱山用

の電気機関車として現存国内最古級の車輌である。③２０トン５号電気機関車

は大正４年（１９１５）三菱合資会社製で、２０トン１号電気機関車を模した

国産最初期の電気機関車であり、④４５トン１７号電気機関車は昭和１１年（１

９３６）株式会社芝浦製作所製で、全ての部品の国産化を達成し量産された「東

芝戦時形」の原形となる車輌である。 
これら４両の電気機関車は、輸入した電気機関車を起源として国産化を図り、

さらに大型電気機関車へと発展した日本の電気機関車の系譜を今日に伝える車

輌群として産業史、鉄道史、科学技術史上に価値が高い。 
 
 

①１５トン５号 

電気機関車 

②２０トン１号 

電気機関車 

③２０トン５号 

電気機関車 

④４５トン１７号 

電気機関車 
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［国登録有形文化財（建造物）の説明] 

波
なみ

折
おり

神社
じんじゃ

本
ほん

殿
でん

・拝殿
はいでん

及
およ

び幣
へい

殿
でん

・手水舎
てみずしゃ

・二
に

ノ
の

鳥居
と り い

 

 

所在地  福岡県福津市津屋崎４丁目３３－１ 

構造形式（建築年代／改修年代）  

本殿 木造平屋建、銅板葺、建築面積 19 ㎡（明治 23 年／令和 3 年改修） 

拝殿及び幣殿 木造平屋建、銅板葺、建築面積 55 ㎡（大正 9 年／昭和 54 年改修） 

手水舎 木造、瓦葺、面積 4.7 ㎡（大正 11 年） 

二ノ鳥居 石造、間口 4.2m、高さ 5.5m（大正 9 年） 

 

概要     

波折神社は玄界灘に面した港町である津屋崎の産土神
うぶすながみ

であり、祭神は、瀬
せ

織津
お り つ

姫
ひめ

大神
おおかみ

、

住吉
すみよし

大神
おおかみ

、志賀
し か

大神
おおかみ

の三神を祀る。社伝によると承久 3 年（1221）に現在地に遷座され

たと伝わる。 

本殿は、石積基壇
いしづみきだん

に建つ三間社流造
さんけんしゃながれづくり

で屋根は銅板葺
どうばんぶき

、四周に縁を廻らす。柱は円 柱
まるばしら

で組物
くみもの

は平
ひら

三斗
み つ ど

、軒
のき

は二軒
ふたのき

繁
しげ

垂木
だ る き

である。妻 飾
つまかざり

は二重
にじゅう

虹
こう

梁
りょう

大瓶束
たいへいづか

で笈形
おいがた

を付し、唐獅子
か ら じ し

、

麒麟
き り ん

、波涛
は と う

文
もん

などの彫刻で飾る華やかな社殿である。棟札より明治 23 年（1890）の建

築で大工棟梁は呉羽平右衛門棟重である。 

拝殿及び幣殿は、大正９年（1920）の建築で、拝殿は正面三間、側面三間、切妻造
きりづまづくり

妻入
つまいり

銅板葺で、背面に両 下 造
りょうさげづくり

銅板葺の幣殿を接続する。拝殿正面には擬宝珠
ぎ ぼ し

高欄
こうらん

付の

縁を設け、一間向拝
こうはい

を付す。内部は一室の畳敷とし、上部は化粧
けしょう

屋根
や ね

裏
うら

天 井
てんじょう

で、二重
にじゅう

虹
こう

梁
りょう

を現した雄大なつくりである。 

手水舎は大正 11 年（1922）の建築で、桁
けた

行
ゆき

一間、梁間
は り ま

一間、切妻造
きりづまづくり

桟瓦葺
さんかわらぶき

である。

成
せい

の高い礎石に角 柱
かくはしら

を四方
し ほ う

転
ころ

びに立て、 頭
かしら

貫
ぬき

と内法
うちのり

貫
ぬき

で固め、大斗
だ い と

肘
ひじ

木
き

で桁
けた

と虹
こう

梁
りょう

を受け、虹梁上の 蟇
かえる

股
また

で棟木
む な ぎ

を支持する。南に井戸、北に手水鉢を配し、四方を吹放

つ。小規模ながら境内景観に寄与する建造物である。 

二ノ鳥居は大正９年（1920）に建築された石造の明 神
みょうじん

鳥居
と り い

で、間口 4.2m、高さ 5.5m、

花崗岩
かこうがん

の円柱を内
うち

転
ころ

びに立て貫
ぬき

で固め、頂部に笠木
か さ ぎ

と島木
し ま ぎ

を載せ、笠木と島木の全体に

反りを付ける。拝殿及び幣殿の再建に伴い建立した丁寧なつくりの鳥居で境内景観を整

える。 

波折神社の本殿と拝殿及び幣殿は、造形の規範となる建造物として評価された。また

手水舎と二ノ鳥居は、歴史的景観に寄与する建造物として評価された。 
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波折神社

図１ 波折神社位置図
50m

500m

津屋崎千軒なごみ

津屋崎海岸

JR東福間

福津市

JR福間

恋の浦海岸

津屋崎海岸

福間海岸

波折神社

宗像市

津屋崎漁港
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写真１ 波折神社本殿 外観  

（福津市教育委員会提供） 

写真２ 波折神社本殿 妻飾彫刻 

(福津市教育委員会提供) 

写真３ 波折神社拝殿及び幣殿 

  外観 

(福津市教育委員会提供) 
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写真４ 波折神社拝殿及び幣殿 

  内観 

(福津市教育委員会提供) 

写真５ 波折神社手水舎 外観 

(福津市教育委員会提供) 

写真６ 波折神社二ノ鳥居 外観 

(福津市教育委員会提供) 
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